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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成18年３月17日に公表いたしました平成18年３月期通期（平成17年
４月１日～平成18年３月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。  

 
記 
 

１．平成18年３月期個別業績予想数値の修正（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 18 年３月 17 日発表） 

74,000 200 △700 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 73,100 540 △1,840 
増 減 額（Ｂ－Ａ）  △900 340 △1,140 
増 減 率（％） △1.2 170.0 ― 
（ご参考） 
前期実績（平成17年３月期） 

73,324 119 △4,356 

 
２．平成18年３月期連結業績予想数値の修正（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 

（単位：百万円、％） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 18 年３月 17 日発表） 

102,000 1,200 0 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 99,400 1,870 △850 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,600 670 △850 
増 減 率（％） △2.5 55.8 ― 
（ご参考） 
前期実績（平成17年３月期） 

105,485 3,488 16 

 
３．修正の理由 

（１）個別 

売上高につきましては、一部工事の工期延伸等により前回予想を900百万円程度下回る見込となりました。

一方、経常利益につきましては、工事損失引当金として約15億円の計上を行うものの、操業度の維持によ

る固定費回収、設計変更増額の獲得、販管費の削減及び営業外損益の改善などにより前回予想を340百万円

程度上回る見込となりました。当期純利益につきましては、独占禁止法違反により支払が見込まれる違約金

について現時点では確定しえないものの、最大限の損失として約12億円を特別損失に計上するため、当期

純損失は1,840百万円となる見込となりました。 

（２）連結 

売上高につきましては、当社並びに連結子会社川田建設㈱の売上高の変動を主因とし、前回予想を2,600

百万円程度下回る見込となりました。一方、経常利益につきましては、前回予想を670百万円上回る見込と

なりました。これは主に当社業績予想の修正及び一部の連結子会社、持分法適用関連会社の業績向上による

ものであります。当期純利益につきましては、当社の業績予想の修正要因を上記の連結経常利益の修正要因

がカバーし、当期純損失は850百万円でとどまる見込となりました。 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報を基に作成しております。実際の業績は、

今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性がありますことをご承知おき下さい。 

以 上 


